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研究成果の概要：平成 18 年 4 月に行われた介護保険制度の改正が、介護支援専門員の労働環

境に与えた影響の検討と女性労働環境の国際比較が、本研究の目的であった。法改正は、介護

支援専門員の労働環境に悪影響を与えており、仕事の負担感や苦慮の増大、事務処理負担感の 
増大や利用者との関係継続への支障が見られた。さらにスウェ－デンと比較して、わが国では、

女性労働者が、自分のライフサイクルに沿って多様な労働環境を選択することが不可能であり、

そのことが、介護支援専門員のストレスの増加に繋がっていることがわかった。 
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  年度  

総 計 3,500,000 300,000 3,800,000 

 
 
研究分野：社会科学 
科研費の分科・細目：心理学・社会心理学 
キーワード：介護保険制度、介護支援専門員、ワ－クストレス、バ－ンアウト、対処方略、 

労働環境の変化 
 
１．研究開始当初の背景 
 近年、国や自治体の行政府は、ニュ－・パ
ブリック・マネジメントを取り入れ、公共サ
－ビスの効率化、市場からの代替サ－ビスの
拡大、財政規模に適合させるための公共経済
の縮小と市場経済の拡大を促すための施策
を実施している。そのため、公共的活動に従
事する勤労者は、その社会的立場から、勤務
時間、勤務形態、賃金などの処遇が大幅に変
化している。この政策的変化は、公共事業に
従事する勤労者の処遇に大きな問題を生じ
させている。とりわけ、高齢化社会を迎えた

わが国において、高齢者介護の充実を図るた
めに導入された介護支援専門員は強いワ－
クストレスに曝され、前述した影響を受けて
いる可能性が高い。介護支援専門員への処遇
が不十分であると、介護保険を利用する高齢
者の処遇の低下にも直結しかねないという
問題が生じる。財政的な問題から、公共サ－
ビスの効率化を図る必要があるにしても、少
なくともサ－ビス事業者のワ－クストレス
の解消策を検討し、社会基盤の安定化を図っ
ていく必要性がある。 
 

 



 

２．研究の目的 
 職場環境や家庭生活・私的生活のストレス
知覚に影響する制度的労働条件を抽出する
こと及びワ－クストレスが影響する公共サ
－ビスの質的内容について明らかにし、次い
で、公共サ－ビスの質に影響を与えるワ－ク
ストレスに対し、抑制策として、個人的プロ
グラムの開発や制度的な対応策の検討を実
施することを目的とした。 
 具体的には、 
（1）介護保険制度の見直しに伴う介護支援
専門員のワ－クストレスの内容・程度の変化
を検討し、制度内容の変化を独立変数として、
政策的には変容すると予想されるワ－クス
トレスの内容・程度を検討する。平成 18 年
の介護保険制度の改正前後のバーンアウ
ト・ストレスレベル・対処方略のほか、家庭
生活での負担や労働環境の変化について検
討する。 
（2）介護支援専門員のストレスが介護保険
サ－ビス事業に与える影響について検討す
る。平成 18 年の介護保険制度の改正による
就業制度の変更が、介護支援専門員のパフォ
－マンスに与える影響について検討する。法
改正によって、介護保険サ－ビス事業がどの
様に変化したかを検討する。 
（3）わが国における女性のワ－クストレス
の原因や特徴を調べるために、女性の就業環
境が整い、多くの女性が就業しているスウェ
－デンやオランダの労働環境と比較する。 
 
３．研究の方法 
（1）平成 16 年度の調査では、介護支援専門
員のワ－クストレス因子として、「職務役割
の曖昧さ」、「職場の支援体制の不備」、「利用
者対応の困難さ」の 3点が認められた。即ち、
業務範囲が制度的に定まっていないため、あ
るいは報酬の低さから生じる他の職との兼
任待遇のために引き起こされる加重負担や
責任の拡大、経験者が乏しいことから生じる
支援のための資源の乏しさ、利用者に介護支
援専門員に関する知識が不足していたり、専
門員自身の知識・技量の少なさから生じるト
ラブルの発生などが、ストレッサ－として強
く意識されていた。これらの問題が、平成 18
年の介護保険制度の見直しにより、介護支援
専門員のワークストレスの内容に変化があ
ったか否かを、ワークストレスの因子構造や
尺度得点の水準から評価する。 
（2）平成 16 年度の調査では、介護支援専門
員のストレス対処に関して、問題焦点型対処、
情動焦点型対処、一時的回避・逃避、依存の
4 つの方略を用いていることが明らかになっ
た。この中で、問題焦点型対処は、就業意欲
を向上させる一方で、情緒的な消耗感を増大
させ、必ずしもストレス対処に有効に機能し
ていないことが見出された。情動焦点型対処

はストレスの低減とは結びついてはいない
が、就業意欲を向上させていることがわかっ
た。他の対処はむしろストレスの増大に寄与
しており、個人的な対処は、ストレス低減と
直接的には結びつかない可能性が示唆され
た。介護支援専門員からは、労働報酬の増加
や業務範囲の設定のほか、相談・教育支援機
関の設置が求められており、そのような機関
の介在とストレス対処の併用により、ストレ
ス低減が期待できるのか、また、家庭生活で
の支援と負担が、介護支援専門員のワークス
トレスに与える影響について、調査法を用い
て検討する。 
（3）介護支援専門員のストレスが介護保険
サ－ビス事業に与える影響について検討す
るために、平成 18 年の介護保険制度の改正
の前後において、介護支援専門員のパフォ－
マンスにどの様な影響を与えているのか、介
護保険サ－ビスを利用する高齢者の処遇に
及ぼす影響、介護保険サ－ビス事業がどの様
に変化したかを検討する。 
（4）スウェ－デンとオランダは、女性のパ
－トタイム労働が多いという点では共通し
ているが、スウェ－デンでは、男女が育児休
業制度など様々な休暇制度を利用しての一
時的なパ－トタイムであるのに対して、オラ
ンダでは、男性のパ－トタイマ－が増加して
いるとはいえ、女性に家族的責任が多くかか
っているといわれる。具体的には、スウェ－
デン・オランダの女性就業とそれを取り巻く
制度・政策・社会経済的条件に関する資料を
収集し、わが国における女性のワ－クストレ
スの原因や特徴を探るための基礎資料とす
る。 
 
４．研究成果 
（1）平成 18 年の介護保険制度の改正は、労
働環境にマイナスの影響を与えていた。制度
改正前の調査では、転職希望者が 33％であっ
たが、制度改正後の今回の調査では、42％に
達しており、転職希望者の増加は、介護支援
専門員の労働環境の悪化を端的に示してい
ると考えられる。バーンアウトについてみる
と、「情緒的消耗感」と「脱人格化」の平均
得点が前回の調査と比べて上昇しており、バ
－ンアウトが危惧される人が増加しており、
バ－ンアウトを防ぐための早急な対策の必
要性が示唆された。 
（2）制度改正後の労働環境変化については、 
書類の様式等が異なる新予防給付の導入に
よる書類作成の煩雑さの増加や書類の不備
に対する報酬減算が強化されたことによる
影響で、事務処理のための負担感が増加して
いた。さらには、制度改正前からの利用者に
要支援の認定結果がでると、支給限度が大幅
に引き下げられ利用可能なサ－ビスも少な
くなる。本来、利用者への説明責任は保険者

 



 

にあったが、実際には介護支援専門員が説明
し、理解を得ていかねばならない。このよう
な利用者や家族への説明の負担が増加して
いるし、この様な変更点についての利用者・
家族からの苦情も増加しており、苦情対応に
忙殺されていることがわかった。 
（3）介護支援専門員は、サービスや資源の
不足を強く感じていることがわかった。その
背景には、要支援者となった場合に利用可能
なサ－ビスが大幅に制限されることや、サ－
ビスの偏在により、介護支援専門員が必要性
を感じていても、実際に使えるサービスがな
い場合があることに由来していることがわ
かった。 
（4）介護支援専門員の労働環境に関する因
子としては、「職務役割の曖昧さ」「支援体制
の不備」「利用者対応の困難さ」「社会的地
位・理解の低さ」の 4 因子が抽出された。こ
れらの因子に関して、若い世代ほど、実務年
数が短いほど得点は高かった。そして、介護
支援専門員としての経験年数が長いほど、支
援体制の不備を感じていることがわかった。 
（5）女性介護支援専門員は、家事負担につ
いてのストレスが高く、職場においては、女
性的気遣いを強く要求されることが多く、そ
の点について、強いストレスを感じているこ
とがわかった。 
（6）スウェーデンと日本の介護保障サービ
スのあり方は、全く異なっており、介護労働
者のおかれている労働条件も異なっている。
スウェーデンでは、公的部門が中心になって
介護サービスを担っており、介護労働者の多
くは公務員である。そのため労働条件も整備
されていた。スウェーデンにおいて、介護労
働者のストレスに焦点をあてた調査は、現時
点では見あたらない。もちろん、介護労働者
にストレスがないことを意味しないが、介護
労働者である前に、労働者としてライフサイ
クルに応じた多様な働き方が可能であるこ
と、労働条件が保障されていることがわかっ
た。 
（7）介護支援員への支援策・負担軽減策の
提言 
 ①組織内でのサポ－ト機能を高めるため
の研修と仕組みの整備を、都道府県及び保険
者の責任で実施していくこと。 
 介護支援専門員に関わる研修体系が更新
制度の導入に伴い整備され、介護支援専門員
個人に対する研修は確保されたが、研修で学
んだことを各事業所へ戻って日常業務に反
映させ、継続的に質の向上を図るためには、
事業所の仕組みの整備が不可欠である。介護
支援専門員を対象とした支援体制整備は基
本的には都道府県の責任であるが、より身近
な保険者もその一端を担って具体的に推進
していくことを提案したい。 
 ②介護支援専門員業務の限界を踏まえた

地域包括ケアシステムの構築と保険者の責
任の明確化。 
 ケアマネジメントにおいて、資源のマネジ
メントやゲ－トキ－パ－的役割が重視され
る中、介護支援専門員を対象とした研修等に
おいては、ソ－シャルワークの知識や技法を
活かしてニ－ズに対応していくことの重要
性が強調されるが、多くの介護支援専門員は、
利用者の生活全体を視野に入れて公的介護
保険利用のみに限定されないコーディネ－
ション機能を発揮すべきか、公的介護保険の
限度内でのサ－ビスの組み合わせを行うべ
きかという葛藤状態に曝されている。ケアマ
ネジメントを営利事業者も含めたサ－ビス
提供機関に担わせていることのもつ問題点
と限界を、国はもとより、都道府県、そして
保険者が十分に認識し、ケアマネジメントが
適切に実施できるよう仕組みの整備を行う
必要がある。それぞれの事業所、機関、そし
て地域包括ケアシステムを構築していくこ
とを各保険者単位で進めていくことを提案
したい。そのことが、介護支援専門員のワ－
クストレスの減少に結びつくものと考えら
れる。 
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